
95地域毎の特性を活かした沖縄ワーケーションモデルプランの作成（２）

■那覇エリア

都市機能と首里・琉球文化が融合した

那覇エリアで、仕事と余暇の

メリハリをつけながら過ごす

ワーケーションプラン

オン・オフバランス型
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■那覇エリア

首里エリア
首里城をはじめとした世界文化遺産が数
多く点在。琉球王国時代の
城下町文化が楽しめる。

世界文化遺産
・首里城公園

・園比屋武御嶽石門
・玉陵

・識名園

市街地エリア
沖縄県のビジネスの中心街。公設市場をはじ
め庶民文化に触れられるエリア。

那覇エリアの特徴

那覇空港より車で約10分／
沖縄都市モノレールで約13分前後
※所要時間は国際通りで算出

アクセス情報

那覇エリアはこんな人におすすめ！

★ビジネスの中心地のため、出張ついでの延泊。
★公共交通機関が充実しているので、運転免許がない人でも楽しめる。
★仕事の合間を使って、旅行を楽しみたい。

都市機能と首里・琉球文化が融合した那覇エリアで、仕事と余暇のメリハリをつけながら過ごすワーケーションプラン。

オン・オフバランス型
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■那覇エリア

那覇エリア 代表的なコンテンツ

ウェルネスコンテンツ例

自然・文化体験

首里金城町散策 雑貨・アート散策

食体
験

伝統工芸体験
（琉球漆器/紅

型）

泡盛酒造めぐり琉球八食めぐり

うちなー食堂
めぐり

© march

© 那覇市

チームビルディングコンテンツ例

自然・文化体験

親子向けコンテンツ例

美術館／歴史博物
館

サンゴ染体験

沖縄料理体験×市場あるき

壺屋焼き職人体験
まちまーい

（首里まちめぐり）

食体
験

ワーケーション関連施設

コワーキングスペース例

※受入環境調査において「ワーケーション取組み」回答のあったホテル

・howlive タイムスビル店

・Co-Works

・ブリリアントポート

・hais シェアオフィス

スペース

・RJ WORKS国際通り

ホテル例 ※

・ホテル ストレータ 那覇

・ヴィラコースト西町

・ダブルツリーbyヒルトン那覇 首里城

・ホテル アンテルーム那覇

・沖縄ハーバービューホテル

・KARIYUSHI LCH， Izumizaki 県庁前

・COMMUNITY＆SPA那覇セントラルホテル

・ホテルパームロイヤルNAHA国際通り

・ザ・ナハテラス

・ダブルツリーバイヒルトン那覇

ザ・ナハテラス ホテルパームロイヤル
NAHA国際通り

沖縄ハーバービューホテル

Howliveタイムスビル店
© マッシグラ沖縄タイムス
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■那覇エリア

那覇エリア 4泊5日モデルコース

DAY1

DAY2

コワーキングスペースで
テレワーク

10:00 那覇空港着
ゆいレールで那覇市内へ

13:00 コワーキングスペースで
商談

16:00 

ホテルチェックイン後、室内でテレワーク

19:00 琉球料理でエネルギー
チャージ

8:00 那覇市民のソウルフード朝ごはん
琉球八食めぐり/ポーたま

9:30 ホテル客室でテレワーク
商談資料準備

壺屋でやちむんやアート散策
その他オススメ体験
・博物館見学
・ギャラリー見学

12:00 
うちなー食堂で
おなか一杯ランチ

15:30 

18:00 

立ち寄ったやちむん通りで、
壷屋焼きのビアジョッキゲット！

もともと、旅行が好きで時間を作っては国内、海外とよく出かけていた。

最近は仕事が忙しくて、旅行には全然行けていない。
基本的にはリモートワークで、必要に応じて会社に出勤はしているが、代わ
り映えのない毎日で、少し気分も落ち込んできた。
そんなとき、めったにない沖縄出張が舞い込んだ。現地のお客さんと商談だ。
今流行りの「ワーケーション」とやらを沖縄でやってみようか。

帰りの飛行機の予約を3日ほど伸ばしてみた。

斎藤さん（仮）
都内勤務

出張の延泊でワーケーション
は初めて

車の運転は苦手
20代後半

体験者イメージ WORKATION STORY

【メモ】
お客さんの都合に合わせて、沖縄に入った。
待ち合わせは那覇の中心地にあるコワーキングス
ペース。充実した設備に驚いた、これなら安心して仕
事が出来そうだ。商談もスムーズに終わり、ホテルに
荷物を置いた後、国際通りへ散歩に出てみた。ビジ
ネスから一気に旅行気分に切り替わる。にぎやかに
立ち並ぶお土産品店に気持ちが踊る。今日の夕ご
飯は会社の先輩に教えてもらった食堂に行ってみよ
う。「とにかくメニューが多い、何でもそろっている」と
言っていた。

【メモ】
2日目は仕事後のホテルへ戻る帰り道に、
やちむん通りにふらっと立ち寄ってみた。
買う気はなかったのだが、店先にならんでい
るやちむんのビアジョッキに一目ぼれ。
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■那覇エリア

那覇エリア 4泊5日モデルコース

DAY3

6:30 ジョギングでリフレッシュ
その他オススメ体験
・ＳＵＰヨガ

11:00 

14:00 
那覇のカフェで少
し遅めのランチと
コーヒーでノマド
ワーク

17:30 ホテルへ

ホテル客室で
リモート会議参加

場所を変えたリラックスできる
空間で仕事の効率もUP！

【メモ】
3日目の朝、ビーチサイドを仕事前にジョギング。
海風が心地よく、目がすっきり覚めた。今度は
着替えをもって泳ぎにこよう。
リモート会議があったので、ホテルの客室から繋
げてみた。沖縄にいることを知っている同僚から、
羨ましがられた。

DAY4

10:00 
ホテル客室でテレワーク

13:00 古都首里で酒造見学その他オススメ体験
・首里各種まちまーい
・染物体験

17:00 西のアザナをサンセット散策

19:00 ホテルヘ

ランチ後、モノレールに揺られなが
ら仕事モードをオフ！

【メモ】
ゆいレールやバス、タクシーに乗って、
もっと行動範囲を広げてみた。
エリアごとでガラッと雰囲気が変わるの
も那覇の魅力かもしれない。
便利さと文化、どちらも感じられる。
首里を散歩しながら、泡盛の酒蔵を
見学。
会社の先輩にお土産を買っておこう。

DAY5

コワーキングスペースで
帰る前にメールをチェック

8:30 チェックアウト

10:00 
那覇の工芸や食文化にふれる

那覇空港へ

12:00 うちなー食堂で
おなか一杯ランチ

13:30 

17:00 

すっかり気分は沖縄人!?気づけば常連さんと仲良しに！

【メモ】
帰りの飛行機に乗る前、滞ってい
る仕事がないか、念のためチェック。
特に問題なし。
沖縄でも十分仕事が出来たし、
旅行も楽しめた。
来た時よりも、心が軽い。




